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 活性酸素・酸化ストレス研究のパラダイムシフト  

 

１．本領域の目的 

 活性酸素は生体分子に非特異的な化学損傷をもたらす単なる毒性因子ではなく、巧妙に制御されたシグナル伝

達機構の担い手であるというコンセプトが生命科学分野に広く受け入れられつつある。 本領域研究では、多彩

な生命現象と疾患病態に関与している活性酸素の生理機能の解明に向けて、化学と生物系が融合したケミカルバ

イオロジーの新たな視点から『活性酸素によるシグナル伝達研究』を展開する。 すなわち、活性酸素シグナル

の受容からエフェクター分子による制御機構を、分子〜細胞〜個体レベルで総合的に解明する。 

２．本領域の内容 

 活性酸素シグナルの統合的理解のために、次の３つの項目について領域研究を推進する。 
（１） 活性酸素シグナルの産生制御 
（２） シグナル・センサー分子連関と機能制御 
（３） エフェクター分子機能制御 
 このために、生物化学、生化学、細胞生物学、分子生物学、医学・生物学の幅広い分野の第一人者が一堂に会

してそれぞれの専門分野を探求しながら、互いに効果的な有機的連携を図り、領域研究を展開する。 

３．期待される成果 

 活性酸素の生理機能の解明なしには、メタボリックシンドローム、感染・炎症、老化、発がんなどの病態解明

と抗酸化的な予防対策・治療戦略は確立できない。また、生物種に普遍的に発現されている活性酸素シグナルの

統合的理解は、基礎生物学、農学（植物学）、医学生物学を含めた生命科学の幅広い分野における学術展開に資

するものと期待される。 
 〔キーワード〕 

活性酸素：生体内のエネルギー代謝や感染防御過程において発生する一連の活性分子種(O2̄ , H2O2
等)である。本領域では、関連分子種として、一酸化窒素（NO）、一酸化炭素（CO）などのガス状

メディエーターも研究の対象とする。従来は酸素毒性の要因となる有害物質として取り扱われて

きたが（活性酸素毒性説）、近年では多彩な生理機能シグナルの制御に関わることが明らかになっ

てきている。 

 

【科学研究費補助金審査部会における所見】 
本研究領域は、化学系と生物系が融合したケミカルバイオロジーの新たな視点から「活性酸素によるシグナル

伝達研究」を展開することで、多彩な生命現象と疾患病態に関与している活性酸素の生理機能を解明することを

目的とする。活性酸素シグナルの受容からエフェクター分子による制御機構まで、分子、細胞、個体レベルで総

合的に解明することを目指している。活性酸素を毒素として捉える従来の研究とは異なり、活性酸素が生理的機

能を担う重要なシグナル伝達機構のひとつと捉える、世界的にも発展中の最先端の分野であり、領域として形成

する必要性は大きい。また、我が国の活性酸素の研究レベルは高く、研究者人口も多いことから、国際的に先導

できる可能性のある研究領域である。さらに活性酸素の研究は種々の生物を対象とすることから、植物学を含む

多様な分野の融合が期待される。領域組織は、若手研究者を含む、実績のあるレベルの高い研究者で構成され、

また生物学者と化学者のバランスも良い。本研究領域では、既に活性酸素を可視化するためのケミカルプローブ

をいくつか有しており、実際に可視化に成功していることから、これらのプローブを中心に領域の統合的発展な

らびに着実な成果が望める。さらに、新規プローブの開発も重要視していることから、将来的発展も期待できる。

計画研究・公募研究の役割と連携もはっきりしており、研究領域全体の研究戦略が良く練られている。研究支援

活動として、領域内外の研究者に活性酸素の可視化プローブを配布するだけでなく、実際のイメージング技術の

講習会などの活動も盛り込まれている点は大いに評価できる。ケミカルバイオロジーの潮流を捉えた、多様な分

野の研究者が集結して行う、成果の期待できる新たな学術領域の提案となっている。 

 




